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＜連絡事項＞
・医療機器研修のお知らせ
日時：2月1日（月）・5日（金）17:15～18:15
　　場所：メンタル3階会議室
テーマ：｢AEDの取り扱い方法・蘇生バック・気管挿管セットについて｣
　　講師：澁谷　育美　JGM

＜患者様連絡事項＞
・荒谷　拓行様～PSW西舘からの情報。院長からの指示で、2/3(水)　16：30～で面談調整の指示。PSW同席予定。父様へ連絡し、折り返し返事待ちとなっている。また、家族の心理検査実施の為、15：30に来院して頂きたい事を伝えている。面談場所は、PSWで調整予定。

・沼畑　勲様～便秘8日目。ケンエーG浣腸　1本処方。浣腸後普通便中等量の反応便
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　を確認。

＜入院＞
・土嶺　晴子様～東B1

＜転出＞
・佐藤　ミツ子様～東合　→　南A116
・庭田　リチ様～東C5　→　南B103

＜転床＞
・橋本　とし様～東B1→東合
　
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。
開放中は自室で音楽を聴いたりして過ごす。過度な飲水はない。自室
では時折独語が聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。
　　　　　　　　他室侵入、他者の物弄りあり、早めに開放観察終了としている。自傷行為や危険行為はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～終日隔離中。頭痛ありロキソプロフェンNa(60)1T服用。訴え時はドア蹴りは無く、ノックして伝えてくる。スタッフ対面時は不機嫌さ無く穏やか。15時～16時開放観察実施。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
[bookmark: _Hlk62478463]・平濱　カネ様～車椅子乗車し時折スタッフを呼んでいるが、対応し、不穏さや帰宅要求なし。破損行為や危険行為はない。

・北村　イウ子様～バイタルサイン特変なし。食事はむせなく1/4～1/2量摂取。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・橋本　とし様～食事摂取量が少ないが、体重は10ｋｇほど落とすよう本人に伝えている。退院後の自宅は２階にある為、病床でも下肢の運動を行い、筋力をつけて離床を勧めている。

・和田　昌様　～今月の採血の結果、バルプロ酸高値あり、次回定期よりバルプロ酸600
→500ｍｇへ減量。便秘の訴えあり、就床前にセンノシド(12)2T追加。

・他、処方変更無し。

＜新入院患者様情報＞
　氏　　名：土嶺　春子(つちみね　はるこ)様(70)
　生年月日：昭和25年3月9日
性　　別：女性
　病　　名：前頭側頭葉変性症疑い
　合併症　：糖尿病
　病棟病室：東病棟Bユニット1号室
入院形態：医療保護入院(当院1回目)
　主治医：馬渡Dr
　【入院に至った経緯】
　　娘が物心つく頃には、些細なことで夫への暴言、粗暴行為はみられていた。また、ここ数年の間、短期記憶の保持が困難となっており、物忘れが出現。R2年4月頃より夫へ対する易怒の頻度が増大し、夫は本人を刺激しないように数日家を出て、車の中で生活することもあった。長女より受診の相談があり、R2.11.30に予約を取っていたが、本人様の拒否強く、キャンセル。しかし、以後も易怒性や妄想悪化。夫以外の家族にも怒りが向くようになり、父が出かけると長女へ対し、父の行き場所を知っているのに教えないのではないか、自身の悪口を言われているのではないかと被害的になっていた。また、同じことを何度も繰り返し、自身が話した内容も忘れるようになっていた。毎日大声を出し、時には茶碗を投げつける等の粗暴行為にも及ぶことから長女が警察にも相談し、早期の受診または入院治療を勧められた。夫も疲弊し、五戸町役場保健師などにも相談。当院の受診を勧められ、R3.1.29息子様・娘様に付き添われ初診。症状改善・精査目的にて本日、東病棟Bユニットへ当院1回目の入院(医療保護)となる。
　―備考―
　・CSセットCプラン
　　下着は家族洗濯
　・血糖測定は入院時採血結果をみて検討する
